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処世術 て全然面白くないし！」
４年生が国語の授業で接続詞の勉強を Ｃ君「どうすれば大金持ちになれるの？」

していました。「明日は晴れるらしい。」 と、まったく本質に近付けません。河内先
の後に、「だから」という順接接続詞を 生も「いやいや、そういうことじゃなく
使ってつなげる文章作りです。４年生の て .....」と苦笑いです。そんなとき、１人の
子供たちにとっての王道は「明日は晴れ 女子が、
るらしい。だから、外で遊ぼう。」とい 「この文章は、『おもしろい場面は･･･』か
った具合でしょうか？そんなことを考え ら始まってるのに、それがどこなのかを
ながら子供たちのノートをのぞいてみる 言っていないところがおかしいです。」
と、予想通りに「外で遊ぼう。」に近い と、核心を突いてきました。河内先生、助
文章が多数を占めていました。その他、 かったね。やっと国語らしくなったね。５
「傘は要らない。」も多かったですね。 年生の女子のみんな、これからも男子たち
文章ができた子は次々に岡先生のところ （と河内先生）をよろしく頼むよ！
まで見せに行き、丸を付けてもらってい
ます。そんな中、ある子がつぶやきまし 肩透かし
た。「傘をゴミ捨て場まで捨てに行って、 この日の３年１組の算数は、みんなで
勉強なんかしないで遊ぼう。」 .....え？君 板橋先生の特製プリントに挑みました。
は晴れるたびに傘を捨てちゃうの？晴れ ３桁×１桁の筆算問題１５問です。板橋
ると勉強しないの？とか思っているうち 先生も一緒になって、よ～い、スタート！
に立ち上がったその子は、岡先生から何 教室内に聞こえるのはかすかな鉛筆の音
のクレームも付けられずにノートに丸を ばかり。そんな中、突然「終わった！」
もらって戻ってきました。不審に思って と板橋先生の勝利宣言が響き渡りました。
のぞいてみると .....「傘は要らない。」と 開始後わずか３分程度の出来事に、子供
だけ書かれていました。なんだよ、若い たちはみんなビックリです。中には３問
のに無難にまとめやがったな！ くらいしか終わってない子もいるはずで

す。そこである子が尋ねました。「先生
縁の下には はどうしてそんなに早いの？」「それは

この日の５年生の国語の授業は「わか ね .....」子供たちが固唾をのむように注目
りやすく伝える」がテーマでした。普段 する中、板橋先生はさも得意気に言葉を
から数名の男子による無秩序な発（暴？）続けました。「みんなの３倍くらい生き
言が多い５年生、担任の河内先生とどの ているからです。」 .....おい！ドヤ顔で何
ようなやりとりが展開されるのかと見守 言ってんだよ！
ってみると .....
河内「（教科書の）この文章のおかしな 底力

ところを見付けてみましょう。」 前日の跳び箱の授業の際に、どういう
Ａ君「えぇ、俺、そういうの大っ嫌いなん わけか野球部３人だけが負傷し、内１人

だよなぁ。」 は翌日から松葉杖を用いて登校するとい
Ｂ君「なんでそんなの見付けなくちゃなん うアクシデントに見舞われた６年生。こ

ないの？」 の日は１，２時間目に調理実習、その後
Ｃ君「どこどこ？どの文章？」 のみかもっ子タイムでは音読発表と大忙
こんな具合に、心の中に留めておくべき しでした。調理実習は楽しくておいしか

セリフが大声で飛び交います。困ったもの ったでしょうが、後輩たちを目の前にし
です。しかし、まったく不思議なことに ての本校最後の音読発表では、おそらく
河内「それではこの文章をみんなで読んで 相当なプレッシャーが掛かっていたこと

みましょう。」 でしょう。しかし、見事にその重圧をは
と言われると、みんな一斉に声を合わせて ねのけ、後輩に「とても聞きやすかった
読み始めるのです。まったく何なんだか...。 です。私もこんな発表ができるようにな
さらに、この文章では主語と述語が噛み りたいと思いました。」と言わしめる、

合っていないところに気付いて欲しいのに、見事な発表を披露してくれました。６年
Ａ君「ネズミが一晩で大金持ちになるのが 生諸君、さすがだったよ。見事に今年を

おかしなところです！」 締めくくってくれたね。卒業が迫ってき
Ｂ君「ネズミが一晩で大金持ちになったっ て寂しいけれど、来年もよろしくね！


